
令和８年度京都府公立高等学校入学者選抜（中期選抜）における学力検査の出題について 

 

＜出題方針＞ 

  中学校学習指導要領に基づき、各教科とも中学校で学習する基礎的・基本的な内容に重点を置くととも

に、知識及び技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等が的確に把握できる出

題とする。 

 

＜特徴＞ 

基礎・基本の定着、論理的な思考力、判断力、表現力等をみる 

 中学校で学習する基礎的・基本的な内容の定着をみるとともに、語句、表現及び図示などの記述による解答を

求める問いも設け、生徒が身に付けた様々な知識及び技能を活用して総合的に考え、判断し、解決できるかどう

かをみた。 

 

＜各教科の特色と傾向＞ 

【国 語】 

１ 大問一では、近世の文章を題材として、内容を読み取る力をみるとともに、歴史的仮名遣いについて問

い、古典を理解するための基礎が身に付いているかどうかをみた。 
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江戸時代の歌論。 

   

本文は、和歌における「善き歌」について論じた文章である。本文の内容を読み取ることで、古典に

表れたものの見方や考え方に触れ、古典の世界に親しむ態度が養われていくことを期待する。 

 

２ 大問二では、文章に含まれている情報同士の関係を捉えて文章を正確に理解する力、文章の構成や論理

の展開を捉えて内容を解釈しているかをみるとともに、漢字に関する事項、語彙に関する事項、文や文章

に関する事項についての理解をみた。また、「話すこと・聞くこと」に関連する問いを設けた。 

 

〔出典〕「まなざしのデザイン」ＮＴＴ出版 ハナムラチカヒロ （大阪公立大学准教授） 

 

本文は、世界の見方について述べた文章である。本文の内容を的確に読み取ることで、人間、社会、

自然などについての考えを深める契機となることを期待する。 

 

【社 会】 

１ 基礎的・基本的な内容の知識及び技能を習得しているかどうかをみるとともに、それらを活用して、論

理的に思考する力、公正に選択・判断する力及び適切に表現する力が身に付いているかどうかをみた。ま

た、地理的事象、歴史的事象、現代の社会的事象を有機的に関連付け、多面的・多角的に考察する力をみ

るため、４つの大問すべてを地理的分野、歴史的分野及び公民的分野の融合問題とした。 

 

２ 習得した知識や資料から読み取ったことを基にして社会的事象を適切に表現する問い（大問４（４））

を設けた。また、複数の統計資料から必要な情報を読み取る力をみる問い（大問３（５））を設けた。さ

らに、アジア州における温室効果ガス排出量と経済発展を題材とした問題（大問１）を設け、経済発展の

背景にある歴史や、国際的な環境問題への対応などに触れ、社会的事象への興味・関心を高める契機とな

るように出題を工夫した。 

 

 

 

 



 

【数 学】 

１ 数量や図形などについての基礎的・基本的な知識及び技能を習得しているかどうかをみるとともに、こ

れらを活用して問題を解決するために必要な数学的な思考力、判断力、表現力等をみるように工夫した。 

 

２ ヒストグラムに関する問題（大問２）については、大きさの異なる集団のデータの分布や、階級の幅が

異なる二つのヒストグラムに着目し、その傾向を比較して読み取る力をみた。また、三角形に関する問題

（大問５）については、平行線の性質を基にして二等辺三角形の基本的な性質について考察する力をみ

た。 

 

【理 科】 

１ 自然の事物・現象について、基本的な原理や法則を理解し、基礎的・基本的な知識及び技能を習得して

いるかどうかをみた。また、観察や実験に関する問題については、得られた事実を客観的に捉え、科学的

な知識や概念を用いて合理的に判断する能力をみることができるように工夫した。 

 

２ 「エネルギー」を柱とする領域の問題では、浮力に関する実験を題材として、与えられた情報を分析し

て解釈し、適切に表現する力が身に付いているかどうかをみる問い（大問６（１））を設けた。また、「粒

子」を柱とする領域の問題では、酸化銅の還元の実験を題材として、実験から得られた結果を基に考察す

る力が身に付いているかどうかをみる問い（大問８（３））を設けた。 

 

【英 語】 

１ 全体を通して、英語でのコミュニケーション能力の基礎となる知識及び技能を習得しているかどうかを

みるとともに、それらを活用した思考力、判断力、表現力等が身に付いているかどうかをみた。 

 

２ 筆記問題では、まとまりのある文章と会話形式の文章から出題し、語句や文法などに関する知識が身に

付いているかどうかをみるとともに、内容を正しく読み取る力をみた。星の観察地点に行ったことを通し

て学んだことを題材とした問題（大問１）では、本文の内容をもとに会話の流れに沿った表現を考える力

をみる問いを設けた。また、案内用図記号であるピクトグラムを題材とした会話文（大問２）では、必要

な情報を整理して読み取る力をみる問いを設けた。 

 

３ リスニング問題では、会話を聞いて概要や要点を適切に聞き取り、正しく理解し、内容に関する質問に

対して適切に応答する力が身に付いているかどうかをみた。 

 


